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東和メックス、ＬＥＤディスプレイで社会貢献の取り組みを開始 
 
東和メックス株式会社(本社：東京都文京区、社長：村田三郎)は、主力として取り扱うＬ

ＥＤディスプレイの回収製品やデモ機などを、研究機関および農業関係者の方々に、貸与

することを決定しました。 
７月上旬より、当社ホームページにて貸与希望者の募集を開始します。 

 
手始めとして、今月から、鳥取県八頭町の果樹園で行われる害虫防除の実証実験に、協力

会社の株式会社Ｔ‐テクノ（本社：大阪府大阪市、社長：宮本尚武）を通じて、６台の黄

色ＬＥＤディスプレイを設置しました。 

 
 現在、黄色ランプによる害虫対策は実用化されていますが、消費電力量の大きさや高温

であることが課題となっています。それらを解消するものとしてＬＥＤが注目されていま

すが、高価であるため農業の現場で試用することは難しいのが現状です。 
そこで、黄色ＬＥＤを使用した中古のＬＥＤディスプレイを再利用して活用テストする

ことになりました。 
 

 ＬＥＤは、省電力、長寿命によるＣＯ２削減など地球に優しい表示や照明の素子で、これ

からのＥＣＯ時代を象徴する素子として注目されているものです。 
今後は、ＬＥＤディスプレイのリユース（再活用）をさらに拡げ、環境負荷の低減に取

り組んでいきたいと考えています。 
 
 貸与の条件としては、実験の目的内容、実施場所の明示、また実験結果の報告などが基

本的な条件となります。 
 詳しい要件などにつきましては、当社ホームページ http://www.towa-meccs.co.jp/ を

ご覧ください。 
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